
中

世

「
四

条

河

原

」

考

1

描

か
れ
た

「
四
て
う

の
あ
お

や
」

を

め
ぐ

っ
て
ー

下

坂

守

は
じ
め
に

平
安
京

の
四
条
大
路
が
京
域
を
越
え
て
東
に
延
び
鴨
川
と
交
わ
る

あ
た
り
に
拡
が
る

「
四
条
河
原
」
。
か
の
地
が
中
世
、
河
原
者

の
住

居
地
区
と
し
て
存
在
し
、
ま
た
近
世
に
入
る
と
芝
居
等
の
興
行
地
と

な

っ
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
特
に
そ
の
中
世
か
ら
近

世
に
か
け

て
の
劇
的
な
変
化
に
つ
い
て
は
、
川
嶋
将
生
氏
に
よ
る
精

力
的
な
研
究
が
あ
り
、
多
く
の
こ
と
が
す
で
に
あ
き
ら
か
と
な

っ
て

へ
　

　

い
る
。
と

は
い
え
そ
の

一
方
で

「
四
条
河
原
」
を
め
ぐ

っ
て
は
、
い

ま
だ
多
く

の
疑
問
が
残
さ
れ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

た
と
え

ば
中
世
の

「
四
条
河
原
」
に
限

っ
て
み
て
も
、
そ
の
場
所

は
具
体
的

に
ど
こ
で
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
広
が
り

(領
域
)
を
も

つ

て
い
た

の
か
、
さ
ら
に
は
そ
こ
で
営
ま
れ
て
い
た
河
原
者

の
生
活
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
の
か
、
な
ど

で
あ
る
。

川
嶋
氏
に
よ
れ
ば
、
十
六
世
紀
末
、
京
都

の
河
崎
で
は
河
原
者
が

ム
　

ソ

自
ら
の
「領
内
」
「下
地
」
を
保
持
し
て
い
た
と

い
・先

と
す
れ
ば
、
「
四

条
河
原
」
に
お

い
て
も
同
様
の
事
態
は
容
易

に
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
当
然
、
そ
の
広
が
り

(領
域
)
が
大
き
な
問
題
と
な
る
。

ま
た
、
十
五
世
紀
後
半
、
奈
良
で
は
河
原
者
が

「父
子
間
で
継
承

さ
れ
る
仮
名
と
家
業

・
家
産
を
所
持
」
す
る

「家
」
を
成
立
さ
せ
て

　
ヨ

　

い
た
こ
と
が
山
村
雅
史
氏
に
よ

っ
て
あ
き
ら
か
と
な

っ
て
い
る
。
京

都

の

「四
条
河
原
」
に
お
け
る
河
原
者
の

「家
」
の
状
況
は

い
か
な

る
も

の
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

も
と
よ
り
こ
れ
ら
の
問
題
に
す
べ
て
い
ま
す
ぐ
答
え
る
準
備
は
な
い

が
、
近
年
発
見
さ
れ
た
絵
画
史
料
を
も
用
い
て
、
中
世
の

「四
条
河
原
」

に
お
け
る
河
原
者
の
有
り
様
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
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一
、
「河
原
者
宿
所
」
の
位
置

「
四
条

河
原
」

に
河
原
者
が
居
住
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も

っ
と

も
古

い
史
料
は
、
鎌
倉
時
代
後
期

(十
三
世
紀
末
)
に
作
成
さ
れ
た

『天
狗
草
紙
』
「伝
三
井
寺
巻
」
第
五
段
の
次

の
よ
う
な
詞
書

の

一
節

ヘ
コ

ぜ

で
あ
る
。

如
此

天
狗
処
々
道
場
に
い
た
り
て
異
曲
を
わ
か
し
凶
害
を
な

す
、
こ
れ
に
よ
り
て
人
多
邪
見
に
住
し
て
愚
儀
を
も
は
ら
に
す
、

天
狗
と
も
し
お
ほ
せ
た
る
心
地
し
て
、
こ

・
か
し
こ
に
遊
行
し

興
宴
し
け
る
に
、
あ
る
天
狗
酔
狂

の
あ
ま
り
四
条
河
原
辺
に
い

て
・
肉
食
せ
む
と
し
け
る
に
、
檬
多
、
肉

に
針
を
さ
し
て
お
き

た
る
を
し
ら
す
し
て
に
き
て
け
る
に
、
は
り
を
手
に
た
て
・
す

て
ん
と
し
け
れ
と
も
、
す
て
か
ね
て
、
稼
多
童
に
と
ら
れ
て
く

ひ
を
ね
ち
こ
ろ
さ
れ
に
け
り
、

当
該
の
場
面
に
は
河
原
者

(稼
多
)
の
住
居
と
お
ぼ
し
き
家
屋
と

そ
の
脇
に
広
げ
て
干
さ
れ
る
皮
革
が
描
か
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
や
は
り
正
安
元
年

(
一
二
九
九
)
に
制
作
さ
れ
た

コ

遍
聖
絵
』
七
に
も
四
条
橋
の
上
流

(西
畔
)
に
皮
革
を
干
す
風
景
が

　
ら

　

描
か
れ
て
お
り
、
遅
く
と
も
鎌
倉
時
代
末
に
は

「
四
条
河
原
」
が
皮

革
業
を
営

む
河
原
者
の
居
住
お
よ
び
生
産
の
場
と
な

っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

一
方
、
文
献
に
目
を
転
じ
れ
ば
、
「
四
条

河
原
」
に
河
原
者
が
居

住
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
も

つ
と
も
古

い
史
料
は
、
は
る
か
に
時

代

の
下

っ
た

『師
郷
記
』
宝
徳
三
年

(
一
四
五

一
)
六
月
十
四
日
条

の
次

の
記
事
と
な
る
。

　　
　

　　
　

神
幸
還
御
、
於
四
条
道
場
前
、
駕
与
丁
与
河
原
者
喧
嘩
、
駕
与

丁
等
河
原
者
家
等
令
放
火
之
問
、
忽

以
焼
亡
、
(中
略
)
駕
与

丁
奉
棄
神
輿
於
路
次
之
間
、
侍
所
京
極
宿
駕
樋
丁
等
奉
成
神
幸

云
々
、
希
代
事
也
、

こ
こ
か
ら
は
厳
密
に
い
え
ば
、
駕
輿
丁
に
よ

っ
て

「
河
原
者
家
等
」

が
焼
か
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
だ
け
で
、
そ
れ
が

「四
条
河
原
」
に

所
在
し
た
と

い
う
事
実
を
直
接
、
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た

だ
、喧
嘩

の
場
所
が

「四
条
道
場
前
」
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「河

原
者
家
等
」
が
、
京
域
を
超
え

て
東
に
延
び
た
四
条
通
り
の
南
、
鴨

川
の
西
あ
た
り
に
所
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う

こ
と
は
容
易
に
推
定
で

き
る
。
と

い
う

の
は
、
中
世
、
鴨
川
の
西
畔
、
四
条
通
り
の
北
に
所

在
し
た
四
条
道
場

(金
蓮
寺
)
の
四
至
は
、
嘉
慶
元
年

(
=
二
八
七
)

　
　

　

十
月
二
十
五
日
付

「斯
波
義
将
下
知
状
」
に
よ
れ
ば
、
「
四
條
以
北
、

錦
小
路
以
南
、京
極
以
東
、至
干
鴨
川
」
で
あ
り

(後
掲
、図
1
参
照
)
、

同
寺
の

「前
」
と
い
え
ば
、
寺

の
正
門
の
あ

っ
た
四
条
通
り
を
挟
ん
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だ
南
、
鴨

川
の
西
畔
を
指
す
と
考
え
る
の
が
も

つ
と
も
至
当
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
し

て
、
こ
の
こ
と
は
時
代
は
さ
ら
に
下
る
が
、
『鹿
苑
日
録
』

天
文
五
年

二

五
三
六
)
五
月
十
三
日
条

の
左

の
よ
う
な
記
述
か
ら

も
裏
付
け
ら
れ
る
。

夜
半

火
気
浮
空
、
四
條
道
場
之
前
河
原
者
宿
所
云
々
、
小
児
馬

牛
焼

云
々
、

こ
れ
ま
た
焼
失
し
た

噛河
原
者
宿
所
」
の
所
在
地
を

「四
条
道
場

之
前
」
と
し
て
お
り
、
先

の

『師
郷
記
』
の
記
事
と
と
も
に
、
河
原

者
の
居
住
地
が
金
蓮
寺
の
南
、
鴨
川
の
西
畔
に
広
が

っ
て
い
た
ら
し

い
こ
と
を
指
し
示
し
て
い
る
。

鎌
倉
時

代
の
絵
画
史
料

『天
狗
草
紙
』

=

遍
聖
絵
』

で
は
特
定

で
き
な
か

っ
た

「
四
条
河
原
辺
」
の
河
原
者
の
居
住
地
が
、
室
町

・

戦
国
時
代

に
な
る
と

『師
郷
記
』

『鹿
苑
日
録
』
の
記
事
に
よ

っ
て
、

北
を
四
条

通
り
、
東
を
鴨
川
に
区
切
ら
れ
た
限
ら
れ
た
地
区
に
比
定

で
き
る
よ
う
に
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
で
は
そ
の
南
と
西
は
ど
の
あ

た
り
に
ま

で
広
が

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

二
、
「余
部
屋
敷
」
の
領
域

中
世
、
四
条
河
原
に
所
在
し
て
い
た
河
原
者
の
集
落
は
、
あ
る
時

ほ
コ

期
か
ら

一
名

「
余
部

(天
部
)
」
と
も
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ

の
余
部

の
集
落
が
豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
、
三
条
大
橋
の
東
に
移
転
さ

せ
ら
れ
た
の
は
天
正
十
五
年

二

五
八
七
)
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
か

の
時
の
移
転
に
つ
い
て
享
保
二
年

2

七

一
七
)
三
月
に
余
部
村

の

年
寄
が
京
都
町
奉
行
所
に
提
出
し
た
由
緒
書

は
、

一
、
余
部
村
之
儀
、
往
古
よ
り
御
公
儀
様
御
用
相
勤
申
候
、
先
年

居
住
仕
候
古
地
四
条
余
部
村
所

ハ
、
則
大
雲
院
屋
敷

二
而
御
座

候
、
此
所
天
正
十
五
～
亥
年
、
太
閤
秀

吉
公
様
依
御
上
意

二
、

只
今
居
住
仕
候
余
部
村
二
而
代
地
被
為
仰
付
候
、

　

と
伝
え
る
。

こ
こ
に
も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
時
の
移
転
は

「東
京
極
」

沿

い
に
寺
院
を
集
め
る
い
わ
ゆ
る

「寺
町
」

の
創
出
事
業
の

一
貫
と

し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
や
が
て

「
四
条
余
部
村
」
の
跡
地
は
浄

土
宗
の
大
雲
院
に
引
き
渡
さ
れ
る
。

余
部
屋
敷
之
内
、
浄
教
寺
、
透
玄
寺
、
春
長
寺
之
事
、
末
代
共

可
為
大
雲
院
次
第
候
、
伍
為
後
日
状
、
如
件
、

天
正
拾
九

民
部
卿
法
印
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八
月
二
日

玄
以

(花
押
)

大
雲
院

　
　

　

『大
雲
院
文
書
』
の
伝
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
秀
吉
の
京
都
奉

行
前
田
玄

以
の
下
知
状
に
よ

っ
て
、
「
四
条
余
部
村

(余
部
屋
敷
)」

の
領
域

の
大
半
が
大
雲
院

の
領
有
に
帰
し
た
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
敷

地
内
に
は
大
雲
院
の
み
な
ら
ず

「浄
教
寺
、
透
玄
寺
、
春
長
寺
」

の

三
力
寺
が
所
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
こ
で
こ
の
時
、
大
雲
院
に
譲
渡
さ
れ
た

「余
部
屋
敷
」
の
領
域

を
寛
永
十
四
年

(
一
六
三
七
)
作
成
の
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

『洛
中
絵

　
い

　

図
』
に
よ

っ
て
確
認
す
る
と
図
1
の
よ
う
に
な
る
。

そ
の
領
域
が
東
と
西
を
そ
れ
ぞ
れ
御
土
居
と
寺
町
通
り

(東
京
極

大
路
)
、
ま
た
北
を
四
条
通
り
、
南
を
綾
小
路
通
り
か
ら
さ
ら
に
南

の
東
西
に
走
る
線
で
区
画
さ
れ
た
範
囲
に
及
ん
で
い
た
こ
と
が
看
取

で
き
る
よ
う
。
こ
の
領
域
の
広
が
り
は
基
本
的
に
そ
の
ま
ま

「余
部

屋
敷
」
の
、
ま
た
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
は

「河
原
者
宿
所
」

の
所
在
し

た

「
四
条
河
原
」

の
領
域
で
あ

っ
た
と
み
て
よ
い
。

つ
ま
り

中
世
、
河
原
者
が
住
ん
で
い
た

「四
条
河
原
」
と
は
四
条

と
鴨
川
が
交
叉
す
る
あ
た
り

の
河
原
と
い
っ
た
漠
然
と
し
た
も
の
で

は
な
く
、
四
条
通
り
の
南
、
鴨
川
の
西
畔
に
拡
が
る
か
な
り
広
大
な

領
域
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
こ
れ
に
よ

っ
て
確
認
で
き
る
。

]
[

l

I
」
「
1

蹴麹

舞
町
通

鞠
毒
町
還

条遵_
JI

綾小路遍

図1「 天辺屋敷」の領域(『 洛中絵図』 よ り)
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一
方
、近
世
に
な
っ
て
興
行
地
と
し
て
出
現
す
る
「
四
条
河
原
」
は
、

図
1
で
い
え
ば
中
世
の
河
原
者
の
居
住
地
区

の
さ
ら
に
東
、
「土
居
」

ハ
ロ

　

 

の
外
で
、
両
者
は
ま

っ
た
く
重
な
ら
な

い
。

同
じ
よ
う
に

「
四
条
河

原
」
と
い
わ
れ
な
が
ら
、
両
者
は
基
本
的
に
別

の
空
間
と
し
て
存
在

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

で
は
、
中
世
末
、
「余
部
屋
敷
」
と
も
呼

ば
れ
た
河
原
者
の
居
住

地
区
と
し
て
の
こ
の

「
四
条
河
原
」
は
い
か
な
る
環
境
に
あ
り
、
こ

こ
で
彼
ら
は
ど
の
よ
う
な
生
活
を
営
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。



十
六
世
紀
に
な
る
と
、
都
市

・京
都
の
景
観
を
描
い
た
絵
画
が

「洛

中
洛
外
図
」
を
は
じ
め
と
し
て
数
多
く
作
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
は

「余

部
屋
敷
」
と
そ
の
近
辺
の
風
景
が
し
ば
し
ば
描
か
れ
る
。
そ
れ
ら
を

分
析
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
中
世
末

の

「余
部
屋
敷
」
が
い
か
な
る

環
境
に
あ

っ
た
か
を
ま
ず
見
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。

三
、
描
か
れ
た

「余
部
屋
敷
」

表
1
は
、
十
六
世
紀
に
作
成
さ
れ
た
九
点
の
絵
画
に
見
え
る

「余

部
屋
敷
」
近
辺
の
風
景
か
ら
、
共
通
す
る
事
物
の
図
像
を
抽
出
し
整

　
ロ

　

理

・
分
類

し
た
も

の
で
あ
る
。

九
点
の
絵
画
が
実
に
多
く
の
共
通
す
る
事
物
の
図
像
を
も

っ
て
当

該
地
区
の
景
観
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
よ

う
。
む
ろ
ん
す
べ
て
の
図
像
が
共
通
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し

か
し
、
く
り
返
し
採
用
さ
れ
て
い
る
事
物
の
図
像
は
、
そ
の
事
物
が

そ
れ
だ
け

こ
の
地
区
の
風
景
表
現
に
必
要
不
可
欠
な
標
識
で
あ

っ
た

こ
と
を
物

語

っ
て
い
る
。
改
め
て
各
図
像
を
検
証
し
て
い
く
こ
と
と

し
よ
う

(以
下
、
口
絵
1

・
2
な
ら
び
に
写
真
1
～
9
参
照
)。

表
1
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
画
面
に
頻
出
す
る
九
種
類
の
事
物
の
図

像
を
取
り

上
げ
、
そ
れ
ら
を
場
面
に
よ

っ
て
三
つ
の
場
面
に
分
類
し

表
1

十
六
世
紀
の
絵
画
に
見
る

「余
部
屋
敷
」
近
辺
の
風
景

第
1
場面

第
2
場
面

第
3
場
面

作

品

名

大
鳥
居

神輿渡御

四条道
場

冠
者殿社

鳥
居

榎

河原の家

竹藪

垣

1

洛
中
洛外

図(
歴
博甲

本)

○

○

○

1

1

1

○

○

X

2

洛
中
洛外

図(
東
博模

本)

○

○

○

○

×

○

○

○

○

3

洛
中
洛外

図(
歴
博
乙
本)

○

○

○

○

○

○

1

△

1

4

洛中

洛外

図(
上
杉
本)

×

○

○

○

○

○

○

○

i

5

洛中

洛外

図帖

○

○

○

1

1

?

○

○

1

6

祇
園祭

礼
図

○

×

○

○

○

○

○

△

△

7

洛外

名所

図

○

×

○

○

○

○

○

○

○

8

東山

名所

図

○

×

○

○

○

○

○

○

○

9

祇
園社

大
政
所
絵
図

○

○

△

○

○

○

1

1

1

(注

)
○
印
は
当
該
事
物
が
描
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、

×
印
は
そ
れ
が
描
写
さ

れ

て
い
な

い
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
当
該
事
物
が
不
確
定
な
も

の
は
△
印

で
、
霞
等
で
隠
さ
れ
て
見
え
な

い
も

の
は
1
印

で
示
し
た
。

て
お
い
た
。

第
1
場
面

祇
園
社

の
神
輿
渡
御

(そ
の
ー
)

①
祇
園
社
の
大
鳥
居

②
神
輿
の
渡
御

③
四
条
道
場

(金
蓮
寺
)

第
2
場
面

祇
園
社

の
神
輿
渡
御

(そ
の
2
)

①
冠
者
殿
社

②
冠
者
殿
社
の
鳥
居

③
榎
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1

洛
中
洛
外
図

(歴
博
甲
本
)

2

洛
中
洛
外
図

(東
博
模
本
)

3

洛
中
洛
外
図

(歴
博
乙
本
)
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4

洛
中
洛
外
図

(上

5

洛

洛
外
図
帖

(奈
良
県
立
美
術
館
蔵
)

6

祇
園
祭
礼
図

(
サ
ン
ト
リ
i
美
術
館
蔵
)
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7

9

祇
園
社
大
政
所
絵
図

(個
人
蔵
)
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8

東

山

名

所

図

①

(個

人

蔵

)

8

東
山
名
所
図
②

(個
人
蔵
)

一15一



第
3
場
面

鴨
川
西
畔
に
所
在
す
る
家
々

①
河
原
の
家
々

②
集
落
を
囲
う
竹
藪

③
竹
藪
の
外
の
垣

こ
の
う
ち
第
1
場
面
の
②
神
輿
の
渡
御
が
、
祇
園
祭
時
の
神
輿
渡

御
と

い
う
特
定

の
日

(六
月
七
日
)
の
事
象
を
描
写
し
て
い
る
の
を

除
け
ば
、
他
は
す
べ
て
こ
の
地
区
に
日
常
的
に
存
在
し
て
い
た
事
物

の
図
像
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ

っ

て
、
往
時

の

「余
部
屋
敷
」
と
そ
の
近
辺
の
日
常

の
あ
り
さ
ま
が
か

な
り
正
確

に
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

(
一
)
第
1
場
面

ま
ず
、
第
1
場
面

の
三
種
の
図
像
で
あ
る
が
、
①
祇
園
社
の
大
鳥

居
は
鎌
倉
時
代
か
ら
そ
の
存
在
が
確
認
で
き
る
鳥
居
で
中
世
を
通
じ

て
こ
の
場
所
に
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
が
消
失
す
る
の
は
天
文
十
三

年

(
一
五
四
四
)
の
大
洪
水
に
よ
る
流
失
後

の
こ
と
で
、
「洛
中
洛

外
図

(上
杉
本
)」
(絵
画
4
)
だ
け
が
こ
の
大
鳥
居
を
描
か
な

い
の

は
流
失
以
後
の
景
観
を
描
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

②
神
輿

の
渡
御
は
す
べ
て
の

「洛
中
洛
外
図
」
が
描
い
て
お
り
、

歳
事
と
し

て
の
こ
の
神
事
が
京
都
の
人
々
に
と

っ
て
い
か
に
重
要
な

も

の
で
あ

っ
た
か
が
う
か
が
え
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「洛

中
名
所
図
」
(絵
画
7
)
・
「東
山
名
所
図
」

(絵
画
8
)
が
こ
れ
を
描

か
な
い
の
は
、
両
絵
画
が
四
季
絵

の
伝
統

に
拘
泥
す
る
こ
と
な
く

あ
え
て
日
常

の
風
景
を
描
写
し
た
た
め
で
あ

ろ
う
。
ま
た

「祇
園
祭

礼
図
」

(絵
画
6
)
で
は
山
鉾
巡
行
の
賑
わ

い
を
主
題
と
し
た
結
果
、

時
間
的
に
ず
れ
る
神
輿
渡
御
の
風
景
は
意
図
的
に
省
か
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
四
条
通
り
を
行
く
神
幸
路
は
天
正
十
九
年

(
一
五
九

こ

の
御
土
居
構
築
に
よ
り
同
路
が
塞
が
れ
る
と

と
も
に
断
絶
し
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
第
1
場
面
に
見
え
る
神
幸
風
景
は
以
後
、
消
失
す
る
。

③
四
条
道
場

(金
蓮
寺
)
が
南
北
朝
時
代
以
来
、
こ
の
地
に
存
在
し

た
こ
と
に
つ
い
て
は
先
述
し
た
。

(二
)
第

2
場
面

古
く
は
万
寿
寺
通
御
幸
町
西
入
ル
の

「官
者
殿
町
」
に
鎮
座
し
て

い
た
冠
者
殿
社
が
鴨
川
西
畔
に
遷
座
し
た
の
は

『京
都
坊
目
誌
』
「
下

京
第
十
九
学
区
之
部
」
に
よ
れ
ば
、
「慶
長
の
初
め
」
の
こ
と
と
い
う
。

し
か
し
、
現
実
に
は
そ
れ
以
前
よ
り
同
社
が
鴨
川
西
畔
に
鎮
座
し
て

い
た
こ
と
は
、
御
土
居
の
構
築
に
よ
る
四
条
通
り

の
断
絶
中
止
を
訴

え
た
天
正
十
九
年

(
一
五
九

一
)
二
月
付

「祇
園
執
行
仮
名
消
息
」
に
、

　
へ

　

　

　
へ
　

　

　

へ

　

　

　ぬ
　

　ゑ
　

き

お

ん

の

み

こ

し

の

し

ん

か
う

の
ミ
ち

も

な

く

、

又

ハ
四

て
う
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せ

ぢ

　

　

　

ハ

　む

　

　

あ

じい

　

く
わ

ん
し
や
と
の
よ
り
の
ミ
や
め
く
り
の
御
さ
ん
け
い
も
な
り

申
さ
す
候
あ
ひ
た
、
(後
略
)

　
　

り

と
見
え
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

①
冠
者
殿
社
は
、
こ
の
天
正
十
九
年
以
前
よ
り
こ
の
地
に
鎮
座
し

て
い
た
同
社
の
社
殿
を
描

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
同
社

の
側
ら
に
讐
え
る
③
榎
も
、
時
代
は
下
る
が

『扁
額

軌
範
』
三
が
、

旅
所
を
今
の
地
に
移
す
事

ハ
、
秀
吉
公

の
命
な
り
、
図
中
旅
所

の
前

に
大
成
榎
あ
り
、
此
木
は
旅
所
を
此
地
に
移
す
以
前
よ
り

あ
り

て
、
枝
葉
繁
茂
し
旅
所
の
地
を
覆
ふ
、

と
記
し
て
お
り
、
御
土
居
の
構
築
に
と
も
な

っ
て
祇
園
社
の
御
旅
所

が
四
条
寺

町
に
移
さ
れ
る
以
前
よ
り
こ
の
地
に
存
在
し
て
い
た
も

の

と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
東
博
模
本
に
そ
の
姿
が
描
か
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
③
榎
は
①
冠
者
殿
社
と
と
も
に
さ
ら
に
古
く

十
六
世
紀
前
半
よ
り
こ
の
地
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

②
冠
者

殿
社
の
鳥
居
に
つ
い
て
は
そ
の
出
現
時
期
は
よ
く
わ
か
ら

な
い
が
、
「洛
外
名
所
図
」
(絵
画
7
)
・
「東
山
名
所
図
」
(絵
画
8
)

が
と
も
に
こ
れ
を
描
い
て
お
り
、
冠
者
殿
社
の
鴨
川
西
畔

へ
の
遷
座

後
ま
も
な
く
建
立
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

冠
者
殿
社
は
近
世
以
降
も
こ
の
場
所
に
長
く
鎮
座
し
て
お
り
、
そ

れ
が
現
在
の
四
条
寺
町
東
入
ル
の
地
に
遷
座

す
る
の
は
明
治
四
十
五

年

(
一
九

一
二
)

の
四
条
通
り
の
拡
張
時

の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

か
の
榎
は
安
永
三
年

(
一
七
七
四
)
六
月
の
大
風
で
倒
れ
る
が
、
天

明
八
年

(
一
七
八
八
)

の

「
天
明
の
大
火
」
後
に
あ
ら
た
な
榎
が
植

え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
二
代
目
の
榎
が
伐
採

さ
れ
た
の
は
、
や
は
り

へ
ぼ

　

明
治
四
十
五
年

の
四
条
通
り
の
拡
張
時
の
こ
と
で
あ
る
。

(三
)
第
3
場
面

当
該
場
面
に
は
藁
葺
き

・
板
葺
き
の
家
々
が
立
ち
並
ぶ
姿
が
描
か

れ
る
。
①
河
原
の
家

々
に
分
類
し
た
図
像
で
あ
る
が
、
鴨
川
の
西
畔
、

金
蓮
寺

の
南
と
い
う
位
置
か
ら
し
て
、
こ
れ
こ
そ
が

「余
部
屋
敷
」

の
河
原
者
の
住
居
と
判
定
さ
れ
る
。

そ
の
河
原
者

の
住
居
を
取
り
囲
む
の
が
②
集
落
を
囲
う
竹
藪
と
③

竹
藪
の
外
の
垣
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
②
集
落
を
囲
う
竹
藪
は
四
条
通

り
沿

い
の
も

の
が
大
雲
院
の
移
転
後
も
存

続
し
て

「
貞
安
の
や
ふ
」

　
　

　

と
呼
ば
れ
、
北
の
祇
園
御
旅
所
と
の
境
界
と
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、③
竹
藪
の
外
の
垣
は

「洛
中
洛
外

図
」
で
は
東
博
模
本

(絵

画
2
)
が
描
く
だ
け
で
あ
る
が
、
「祇
園
祭
礼
図
」
(絵
画
6
)
、
「洛

外
名
所
図
」
(絵
画
7
)
、
「東
山
名
所
図
」

(絵
画
8
)
の
三
種
の
絵

画
は
こ
れ
を
描

い
て
お
り
、
竹
藪

の
外
に
は
さ
ら
に
そ
れ
を
取
り
ま

一17一



く
垣
が
存
在
し
た
こ
と
は
ま
ず
ま
ち
が
い
な
い
。

以
上
、
第
1
、
2
場
面
に
は
そ
の
領
域
を
明
確
に
確
認
で
き
る
四

条
道
場

・
冠
殿
者
社
な
ど
の
寺
社
が
、
ま
た
そ
れ
ら
と
の
位
置
関
係

か
ら
、
第

3
場
面
に
は

「余
部
屋
敷
」
す
な
わ
ち
河
原
者
の
居
住
地

と
し
て
の

「
四
条
河
原
」
が
多
く
の
絵
画
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き

た
。

つ
ま
り
、
十
六
世
紀
に
こ
の
地
に
存
在
し
た
河
原
者

の
生
活
を
考
察
す
る
た
め
重
要
な
手
が
か
り
が
こ
こ
に
得
ら
れ
た
こ

と
に
な
る
。

そ
し
て
、
第
3
場
面
に
展
開
す
る
風
景
を
河
原
者

の
居
住
地
区
と

し
て
改
め

て
見
る
と
き
、
な
に
よ
り
も
印
象
的
な

の
は
や
は
り
こ
の

地
区
を
取
り
巻
く
欝
蒼
と
し
た
竹
藪
と
高

い
垣
で
あ
ろ
う
。
河
原
者

の
集
落
が
意
図
的
に

一
般
の
社
会
か
ら
隔
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示

唆
す
る
も

の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
は
当
時
、
河
原
者
が
置
か
れ
て
い

た
過
酷
な
社
会
的
な
環
境
の

一
端
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
の

ち
に
三
条
大
橋
の
東
に
移
転
し
た
天
部

(余
部
)
村
で
も
畿
蒼
と
し

た
竹
藪
が
集
落
を
囲
ん
で
お
り
、
そ
の
風
景
は
第
3
場
面
の
そ
れ
と

基
本
的
に
変
わ
ら
な

い
。

ま
た
、
そ
の
第
3
場
面
の
な
か
で
も
、
河
原
者
の
生
活
実
態
を
伝

え
る
も
の
と
し
て
、
と
り
わ
け
貴
重
と
考
え
ら
れ
る
の
は

「
洛
外
名

所
図
」
(絵
画
7
)
と

「東
山
名
所
図
」
(絵
画
8
)
の
そ
れ
で
あ
る
。

他
の
絵
画
が
ほ
と
ん
ど
藁
葺
き
の
屋
根
だ
け

で
こ
の
地
区

の
住
人
の

生
活
を
暗
示
す
る
に
と
ど
ま
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
二
点

の
絵
画
は

南
方
の
天
空
か
ら
見
下
ろ
す
構
図
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
「
四
条
河

原
」
の
内
部
に
ま
で
立
ち
入

っ
て
彼
ら
の
生
活
を
描
い
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
次
に
そ
こ
に
展
開
す
る

「
四
条
河
原
」
の
住
人
の
生
活
を

み
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。

四
、

「
四
て
う

の
あ
お
や
」

の
図
像

「
洛
外
名
所
図
」
(絵
画
7
)
と

「東
山
名

所
図
」

(絵
画
8
)
が

描
く

「
四
条
河
原
」
の
風
景
は
酷
似
す
る
。
周
囲
に
廻
ら
さ
れ
た
竹

藪

・
垣
は
も
と
よ
り
、
藁
葺
き

・
板
葺
き
の
家
屋
の
混
在
や
、
井
戸

と
そ
れ
に
隣
接
す
る
石
敷
き
、
さ
ら
に
は
高
く
干
さ
れ
た
布
な
ど
、

両
図
に
共
通
す
る
図
像
は
少
な
く
な

い
。
人
物
図
像
に
限

っ
て
見
て

も
、
四
人
の
女
性
と
乳
飲
み
子

・
幼
児
が
き
わ
め
て
よ
く
似
た
姿
態

で
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
女
性
1

「
い
ず
め

(い
じ
こ
)」

の
乳
飲
み
子
を
あ
や
す

②
女
性
2

頭
に
桶
を
載
せ
る
。
前
掛
け
姿
。

③
女
性
3

井
戸
か
ら
水
を
く
み
上
げ
る
。
頭
巾
姿
。

④
女
性
4

石
敷
き

(石
組
み
)
の
場
所
で
桶
の
中
の
布
を
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扱
う
。

⑤
乳
飲
み
子

「
い
ず
め

(
い
じ
こ
)
」
に
入
る
。

⑥
幼
児

裸
体
。

こ
れ
ら
人
物
図
像
の
な
か
で
特

に
注
目
し
た
い
の
は
、
あ
き
ら
か

に
何
ら
か

の
労
働
に
従
事
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
③
④

の
女
性
で
あ

る
。
彼
女
ら
は
こ
こ
で
な
に
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
を

解
く
手
が
か
り

の

一
つ
は

「
洛
外
名
所
図
」

(絵
画
7
)

の
図
中
、

「
四
条
河
原
」

の
上
部

に
記
さ
れ
た
墨
書
に
あ
る
。
他
の

図
像
と
重
な

っ
て
き
わ
め
て
読
み
に
く

い
が
、
丹
念

に
観
察
す
れ
ば

　

ゑ

　

　

ゐ

ど

　

　　
　

そ
れ
は

「四
て
う
の
あ
お
や
」
と
判
読
で
き
る
。
そ
こ
で
改
め
て
図

中
に
目
を
転
じ
れ
ば
、
第
3
場
面
に
は
藍
色

の
布
を
木
桶
か
ら
引
き

上
げ
る
女
性
や
、
河
原
近
く
に
高
々
と
干
さ
れ
た
藍
色
に
染
め
ら
れ

た
布
な
ど
、
青
屋
の
営
み
と
覚
し
き
図
像
を

い
く

つ
か
確
認
で
き
る
。

で
は
、
も
し
こ
れ
ら
が
墨
書
の
い
う
よ
う
に

「
四
条

の
青
屋
」
の

営
み
を
描

い
た
も
の
で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
彼
ら
は
こ
こ
で
は
具
体

的
に
い
か
な
る
作
業
に
従
事

8
1
②

洛
外
名
所
図
(文
字
注
記
)

し

て
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

中
世
、
青
屋
が
河
原
者
と

い

か
な
る
関
係
に
あ

っ
た
か
を

み
る
な
か
で
、
次
に
こ
の
点

に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。

近
世
、
青
屋
が
稼
多
か
ら
形
吏
役
を
賦
課

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

彼
ら
が
中
世
よ
り
河
原
者

(近
世
の
檬
多
)
と
な
ん
ら
か
の
結
び
つ

き
を
も

っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
す
で
に
先
学
に
よ

っ
て
指
摘

　
の

　

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
見
解
は
大
き
く

二
つ
に
分
か
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
山
本
尚
友
氏
が
、
中
世
、
河
原
者
が
染
色
業
に
携
わ

っ

た
と

い
う

「史
料
上
根
拠
」
は
ま

っ
た
く
な

い
と
こ
ろ
か
ら
、
青
屋

へ
の
賎
視
は
彼
ら
が

「公
事
に
つ
い
て
河
原
者
の
支
配
を
う
け
、
河

原
者
と
同
様
刑
吏
役
を
勤
め
た
と

い
う
、
河
原
者
と
関
係
を
結
ん
だ

　
　

り

そ
の
も
の
」
に
起
因
す
る
と
さ
れ
た
の
に
対

し
て
、
そ
う
で
は
な
く

「
藍
染
業
」
は

「稼
多

11
河
原
者
の
生
業

の
ひ
と

つ
」
で
あ
り
、
青

屋

へ
の
賎
視
は
河
原
者

へ
の
賎
視
そ
の
も
の
で
も
あ

っ
た
と
主
張
さ

　ゆ

れ
た
の
が
丹
生
谷
哲

一
氏
で
あ
る
。

一
方
、
青
屋

へ
の
賎
視
に
関
わ

っ
て
問
題
と
さ
れ
て
き
た
も

の

に
、
同
じ
藍
染
め
を
職
分
と
し
な
が
ら
賎
視
を
ま
ぬ
が
れ
て
い
た
紺

屋
の
存
在
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
青
屋

が
紺
屋
と
異
な
る
業
種

　
の

　

で
あ

っ
た
こ
と
を
最
初
に
指
摘
さ
れ
た
の
は
辻
ミ
チ
子
氏
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
れ
を
う
け
て
近
世
に
は
藍
染
屋
と
呼
ば
れ
た
青
屋
が

「藍

の
無
地
染
」
を
職
分
と
し
、
そ
れ
に
対
し
て
紺
屋
が

「藍
の
模
様
染
」
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を
職
分
と
し
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
両
者
が
そ
れ
ぞ
れ
別
の
仲
間

を
結
成
し
て
い
た
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
の
は
山
本
尚
友
氏
で

　
お

　

あ

っ
た
。
両
氏
の
研
究

に
よ

っ
て
青
屋
と
紺
屋
が
異
な
る
業
種
で

あ

っ
た
こ
と
は
明
白
に
な

っ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
い
ま
だ
に
本

質
的
な
問
題
が
解
決
さ
れ
な
い
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

「無

地
染
」
と

「模
様
染
」

の
違

い
が
な
ぜ
賎
視

の
有
無
を
左
右
し
た
か

と

い
う
点

で
あ
る
。

そ
の
点
を
含
め
青
屋
と
河
原
者
が

い
か
な
る
関
係
に
あ
り
、
ま
た

青
屋
と
紺
屋
の
違

い
が
何
に
根
ざ
し
て
い
た
の
か
を
改
め
て
考
え
て

い
こ
う
。

ま
ず
、
青
屋
と
河
原
者

の
関
係
で
あ
る
が
、
結
論
か
ら

い
え
ば
、

両
者
は
丹
生
谷
氏
が
主
張
さ
れ
た
よ
う
に
中
世
に
は

一
体
の
も

の
で

あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
同
氏
が
提
示
さ
れ
た
『自
戒
集
』
(
一

休
宗
純
の
詩
集
)
の
次
の
よ
う
な
記
載
が
ゆ
る
ぎ
な

い
証
左
と
な
り

得
る
。檬
字
家
有
按
藍
船

染
作
異
高
潤
色
禅

若
鋸
小
笠
原
殿
砺

定
有
十
文

一
疋
銭

稼
多
ヲ
稼
字
ト
云

ハ
公
家
語
也
、

エ
モ
シ
ノ
家

ニ
モ
ミ

ア
イ
ノ
船

ア
リ
、

河
原
者

の
家

(稜
字
家
)
に

「按
藍
船
」
が
常
備
さ
れ
て
い
た
と

い
う
事
実
は
、
河
原
者
自
身
が
藍
染
め
に
深
く
関
与
し
て
い
た
こ
と

へ
　

　

を
明
確
に
物
語

っ
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず

「按
藍
船
」
の
存
在
は
河

原
者
が
ま
さ
に
青
屋
で
も
あ

っ
た
こ
と
を
よ
り
直
裁
に
指
し
示
し
て

い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

次
に
紺
屋
と
青
屋
の
違

い
で
あ
る
が
、
結
論
か
ら

い
え
ば
、
そ
の

本
質
は
藍
染
め
を
行
う
ま
で
の
作
業
工
程
の
違
い
に
あ

っ
た
も
の
と

推
定
さ
れ
る
。

両
者
の
作
業
工
程
の
違
い
を
も

っ
と
も
よ
く
示
す
も
の
に
、
天
明

二
年

(
一
七
八
二
)
、
京
都
で
藍
玉
問
屋
の
創
設
を
め
ざ
し
た
河
内

屋
又
右
衛
門
が
町
奉
行
所
に
提
出
し
た
願
書

の

一
節
が
あ
る
。
そ
こ

で
は

「藍
染
職
」
と

「
紺
屋
職
」
の

「染
職
遣
イ
方
」
の
違

い
を
次

　そ

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

一
、
阿
州
二
而
作
り
立
候
藍
玉
之
義
、
京
都
地
廻
り
村
々
二
而
作

り
立
候
藍
葉
と

ハ
、
染
職
遣
イ
方
相
分
有
之
、
葉
藍
之
義

ハ
藍

染
職

二
相
用
ヒ
、
藍
玉
之
義

ハ
紺
屋
職

二
相
用
ヒ
候
義

二
御
座

候
、

藍
染
屋
で
は

「葉
藍
」
か
ら
、

一
方
、
紺
屋
は

「藍
玉
」
か
ら
藍

染
め
を
行

っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

で
は
、
「葉
藍
」
か
ら

の
染
め
と

「藍
玉
」
か
ら
の
染
め
と
で
は
、
何
が
ど
う
違

っ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
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五
、
紺
屋
と
青
屋

植
物

の
藍
を
染
料
と
し
て
用

い
る
た
め
に
は
、
「
製
藍
」
と
呼
ば

れ
る
染
料
化

の
工
程
が
必
要
と
な
る
。
植
物

の
藍
は
「製
藍
」
に
よ

っ

て
、
は
じ
め
て
染
料
と
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、藍

の
栽
培
か
ら
「製
藍
」

を
経
て
染
色
に
至
る
ま
で
の
過
程
を
、
紺
屋
の
場
合
を
例
に
示
す
と
、

①
藍

の
栽
培

・
収
穫
、

②

「築

(す
く
も
)」
作
り
、

③

「藍
玉
」
の
製
造
、

④
藍
建
、

　
　

　

と
な
る
。

こ
の
う
ち
最
初
の
①
藍
の
栽
培

・
収
穫
と
は
、
二
月
上
旬

の
藍
の

種
ま
き

に
始
ま
り
、
五
月
の

「藍
植
え
」、
七
月
の

「
藍
刈
り
」
か

ら
刈
り
取

っ
た
葉
藍
の
乾
燥
ま
で
の

一
連
の
作
業
を
指
す
。
②

「蘂
」

作
り
と
は
乾
燥

・
保
管
し
て
あ

っ
た
葉
藍
を
九
月
に
な

っ
て
発
酵
さ

せ
る
工
程

の
こ
と
で
、
撹
拝
と
水
の
補
給
を
く
り
返
し

「蘂
」
が
完

成
す
る
の
は
通
常
、
十

一
月
末
に
な
る
。

中
世
に
は
こ
の
蘂
作
り
を

「寝
藍
」
と
呼
ん
で
い
た
。
た
と
え
ば
、

永
享
三
年

(
一
四
三

一
)
七
月
、
東
寺
は

「寺
家
境
内
」
で
の

「寝

へぜ

藍
」
を
禁
止
し
て
お
り
、
ま
た
、
永
正
七
年

(
一
五

一
〇
)
六
月
に

は
三
条
家
か
ら
訴
え
を
う
け
た
幕
府
が

「
九
條
座
中
」
以
外

の

「寝

　
　

　

藍
」
製
造

の
禁
止
を

「東
寺
」
に
命
じ
て
い
る
。
永
正
七
年

の

「
寝

藍
」
の
製
造
禁
止
は

「当
所

(東
寺
)
地
下
人
等
」
を
対
象
と
し
た

も
の
で
、
東
寺
周
辺
の
洛
南
で
は
す
で
に
中
世
よ
り
藍
の
栽
培
が
さ

　
わ

　

か
ん
で
あ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

で
き
た
蘂
を
掲

い
て
乾
し
固
め
る
の
が
、
③

「藍
玉
」
の
製
造
で

あ
る
。
「藍
玉
」
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
近
世
に
な
る
と
阿

　
ぶ

　

波
が

一
大
特
産
地
と
な

っ
て
い
る
。

最
後
の
④

「藍
建
」
と
は

「水
に
溶
け
な

い
藍
玉
を
ア
ル
カ
リ
性

水
溶
液
で
還
元
し
可
溶
性
の
白
藍
に
す
る
操
作
」
(
『日
本
国
語
大
辞

典
』
)

の
こ
と
で
、
藍
玉
を
用

い
て
こ
れ
を
行
う

の
が
紺
屋
で
あ
る
。

紺
屋
で
の

「藍
建
」
に
は
通
常
、
七
日
間
か
ら
十
日
間
か
か
り
、
そ

の
間
、
藍
甕
の
温
度
は
火
壼
な
ど
を
用
い
て
摂
氏
三
六
度
か
ら
三
七

度
に
維
持
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
先
の
河
内
屋
又
右
衛
門
の
願

書
に
見
え
る

「藍
玉
之
義

ハ
紺
屋
職
二
相
用

ヒ
候
」
と
は
、
以
上
の

よ
う
な
作
業
工
程
の
も
と
に
行
わ
れ
て
い
た
紺
屋
で
の
藍
染
め
を
指

す
。で
は
今

一
方
の

「葉
藍
之
義

ハ
藍
染
職
二
相
用
」
と
い
う
藍
染
屋

の
藍
染
め
は
ど
の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「葉

藍
」
か
ら
直
接
、
染
め
を
行
う
方
法
は

一
つ
し
か
な
い
。
「生
葉

(な

ま
は
)
染
め
」
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
、
摘
み
取

っ
た
葉
を
揉
み
水
を

や
り
な
が
ら
植
物
性
繊
維
を
揉
み
込
ん
で
染
め
る
と
い
う
方
法
で
あ
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る
。
奈
良

・
平
安
時
代
の
藍
染
め
は
こ
の

「生
葉
染
め
」
で
あ

っ
た

と
さ
れ
る
。
藍
染
屋
が

「藍
玉
」
で
は
な
く

「葉
藍
」
を
求
め
て
い

る
の
は
、
彼
ら
が

「生
葉
染
め
」
を
行

っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
。

ま
た
、
「
生
葉
染
め
」
で
は
保
温
を
行
わ
ず
、
そ
の
た
め
に
紺
屋

の
よ
う
に
甕

(藍
甕
)
を
用

い
る
必
要
は
な
く
、
木
桶
が
用
い
ら
れ

ヨ

　

て
い
た
。

つ
ま
り
、
紺
屋

の
甕

に
対
し
て
、
青
屋

(藍
染
屋
)
で
は

木
桶
で
染

め
を
行

っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
再
び

「洛
外
名
所
図
」
(絵
画
7
)
・
「東
山
名
所
図
」
(絵

画
8
)
の

[四
条
河
原
」

の
風
景
に
目
を
転
ず
れ
ば
、
女
性
4
は
木

桶
か
ら
藍
色
の
布
を
引
き
上
げ
よ
う
と
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
ま
さ

に

「生
葉
染
め
」
の
作
業
風
景
が
展
開
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
は
な

い
。
鴨
河
原
に
近

い
あ
た
り
に
は
、
染
め
た
布
を
干
す
の
に
必
要
不

可
欠
な
施
設
で
あ
る

「も
が
り
」
が
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら

の
点
か
ら
、
こ
こ
に
展
開
す
る

「
四
条
河
原
」
の
風
景
は
、

ま
さ
に
墨
書
に
い
う

「
四
て
う

の
あ
お
や

(四
条
の
青
屋
)」
の
労

働
の
姿
を
描
い
て
い
る
と
判
定
し
て
よ
い
も
の
と
考
え
る
。

さ
ら
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
先
に
見
た

『自
戒
集
』
に
見
え

る
[梅
字
家
」
の
「按
藍
船

(モ
ミ
ア
イ
ノ
船
)」
の
存
在

で
あ
る
。
「
生

葉
染
め
」

で
は
葉
藍
を
揉
む
こ
と
が
そ
の
す
べ
て
と
い
っ
て
も
よ
い

く
ら
い
重
要
な
作
業
と
な

っ
て
お
り
、
「按

藍
船
」
は
い
か
に
も
青

屋
の
道
具
に
し
て
ふ
さ
わ
し
い
。

以
上
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た

「四
条

河
原
」
に
お
け
る
河
原
者
の
青
屋
の
実
態
が
、
二
点

の
絵
画
史
料
か

ら
鮮
明
に
浮
か
び
上
が

っ
て
き
た
。
最
後

に
本
稿
で
あ
き
ら
か
と

な

っ
た
点
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
残
さ
れ
た
課
題
を
提
示
し

判む

す
び
」
と
し
た
い
。

む
す
び

本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
漠
然
と
四
条
あ
た
り

の
鴨
川
の
河
原
を
指
す

と
理
解
さ
れ
て
き
た
河
原
者

の
居
住
地
と
し

て
の

「四
条
河
原
」
の

領
域
が
、
現
在
の
道
路
名
で
い
え
ば
、
南
北
は
四
条
通
り
と
仏
光
寺

通
り
、
東
西
は
寺
町
通
り
と
河
原
町
通
り
に
囲
ま
れ
た
広
大
な
も
の

で
あ

っ
た
こ
と
が
確
定
で
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の

「四
条
河
原
」
に

お

い
て
も
川
崎
と
同
様
に
、
河
原
者
が
こ
の
地
を
自
ら
の
領
域
と
し

て
保
持
し
て
い
た
こ
と
は
、
の
ち
権
力
に
よ

っ
て

「余
部
」
が
鴨
川

の
東
に
移
転
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
事
実
そ
の
も
の
が
、
明
確
に
こ
れ

を
示
唆
し
て
い
る
。

今
後
は
こ
の

「四
条
河
原
」
が
い
か
な
る
歴
史
的
な
経
緯
の
も
と
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に
河
原
者

の
領
域
と
な

っ
て
き
た
か
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
が
大
き

な
課
題

の

一
つ
と
な
ろ
う
。

こ
の
点

に
関
わ

っ
て
指
摘
し
て
お
き
た

い
の
は
、
そ
の
領
域
が
、

古
く
貞
観

二
年

(八
六
〇
)
に
藤
原
良
相
が
居
宅

の
な
い

一
族

の
子

女
の
た
め
に
設
置
し
た

「崇
親
院
」
の
領
有
し
た

「所
領
」
の
範
囲

(四
至
)
と
重
な

っ
て
い
る
と

い
う
事
実
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
昌

泰
四
年

(九
〇

一
)
四
月
五
日
付

「太
政
官
符
」
(『類
聚
三
代
格
』
八
)

に
よ
れ
ば

、
そ
れ
は

「
四
條
大
路
南
、
六
條
坊
門
小
路
北
、
鴨
河
堤

　
ぶ

　

西
、
京
極

大
路
東
」
の
範
囲
に
及
ん
で
い
た

(吉
住
恭
子
氏
の
ご
教

授
に
よ
る
)。
崇
親
院

に
つ
い
て
は
、
承
平
元
年

(九
三

一
)
三
月
、

西
院
、
左
右
獄
等
と
と
も
に
賑
給
の
対
象
と
な

っ
た
い
う

『貞
信
公

記
』
同
年

三
月
二
十
日
付
の
記
事
を
最
後
と
し
て
杳
と
し
て
そ
の
消

息
を
絶

つ
が
、
同
じ
領
域
に
、
中
世
、
河
原
者
の

「
四
条
河
原
」
が

存
在
し
た

の
は
偶
然
と
は
思
え
な
い
。

次
に
絵
画
史
料

の
検
証
を
通
じ
て
、
十
六
世
紀
、
河
原
者

(女
性
)

が

「四
条
河
原
」
で
青
屋
を
営
み
、
そ
の
施
設
と
し
て
石
敷
き
の
作

業
場
や
巨
大
な

「も
が
り
」
が
存
在
し
た
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
こ

れ
に
よ

っ
て
、
こ
れ
ま
で
全
く
わ
か
ら
な
か

っ
た

「
四
条
河
原
」
に

お
け
る
河

原
者

の
活
動
実
態
が
部
分
的
に
せ
よ
あ
き
ら
か
に
な

っ
た

こ
と
は
大
き
な
成
果
と
考
え
る
。

た
だ
、
そ
の

一
方
で
彼
ら
が
な
ぜ
青
屋
を
営
ん
で
い
た
か
と
い
う

基
本
的
な
疑
問
点
に
は
つ
い
て
は
未
解
明
の
ま
ま
と
な

っ
た
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
せ
ざ
る
を
え

な
い
が
、
河
原
者
の
保

持
し
て
い
た
藍
に
関
わ
る
権
益
が
大
き
な
手

が
か
り
の

一
つ
と
な
ろ

う
。
権
益
の
具
体
的
な
内
容
は
不
明
な
が
ら
、彼
ら
は
「藍
公
事
」
「藍

　
サ

　

課
役
」
を
め
ぐ

っ
て
訴
訟

・抗
争
を
し
ば
し
ば
惹
起
し
て
い
る
。
「四

へ
が

ね

条
河
原
」
に
お
け
る
藍
栽
培
の
可
能
性
を
も
視
野
に
入
れ
て
、
河
原

者
と
藍
と

の
結
び
つ
き
を
よ
り
明
確
に
し
て

い
く
こ
と
が
、
河
原
者

ハ
　

　

と
青
屋
の
関
係
を
解
く
鍵

の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

最
後
に
残
さ
れ
た
課
題
と
し
て
、
河
原
者

に
お
け
る
女
性
と
子
供

の
問
題
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。
「洛
外
名
所
図
」
「東
山
名
所
図
」
の
「
四

条
河
原
」
の
風
景
に
は
男
性
の
姿
は
な
く
、
女
性
と
子
供
だ
け
が
登

場
す
る
。
中
世
、
紺
屋
が
女
性
の
仕
事
で
あ

っ
た
よ
う
に
、
青
屋
が

女
性

の
職
業
で
あ

っ
た
こ
と
が
そ
の
理
由

の

一
つ
と
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
れ
に
し
て
も
藍
染
め
に
直
接
関
わ
り

の
な

い
人
物
ま
で
も
が

す
べ
て
女
性
と
子
供
で
占
め
ら
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

さ
か
の
ぼ
れ
ば

『天
狗
草
紙
』
に
描
か
れ
る

「稼
多
童
」
と
そ
の

両
親

(男
性
と
女
性
)
を
は
じ
め
と
し
て
、
河
原
者

の
生
活

・
活
動

ホ
　

　

を
伝
え
る
史
料

に
は
し
ば
し
ば
女
性

(妻
)
と
子
供
が
登
場
す
る
。

平
安
時
代
の
崇
親
院
が
藤
原
氏
の
自
立
で
き
な

い

「
子
女
」
の
た
め
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の
施
設
で
あ

っ
た
こ
と
を
も
含
め
、
女
性
と
子
供

の
果
た
し
た
歴
史

的
な
役
割
を
見
据
え
る
こ
と

で
、
「
四
条
河
原
」

の
河
原
者

の
生
活

実
態
は
よ
り
鮮
明
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

写
真
掲
載
の
許
可
を

い
た
だ
き
ま
し
た
作
品

の
所
蔵
者
各
位
に
対

し
て
心
か
ら
あ
つ
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

1注
)

 

(2
)

(
3
)

(
4
)

川
嶋
将
生

「
川
崎
村

の
成
立
を
め
ぐ

っ
て
」
「
天
部
村

の
組
織
と

生
業

」

「
中
世

の
庭
者

と
そ

の
周
辺

」

(
『中
世

京
都
文

化

の
周
縁
』
、
思
文

閣

出

版
、
一
九
九

二
年
六
月
)
。
「
鴨
川

の
歴
史
的
景
観

」

(
『
「洛

中
洛
外
」

の
社
会
史
』
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
九
年

六
月
)
。
「南
区

概
説

(中
世
)
」

(京
都
市

編

『史
料

京
都

の
歴
史
』

=
二
、
平

凡
社
、

一
九
九

二
年

一
月
)
。

「
四
条
河
原

の
歴
史
的
環
境

」

(
『室
町
文
化

論
考
』
、
法

政
大

学
出
版
局
、

二
〇
〇

八
年

一
〇
月
)
。

川
嶋
将

生

「
移
行

期

に
お
け
る

河
原
者

の
動
向
-

十
六

世
紀
後
半

か

ら
十
七
世
紀

前
半

に
か
け

て
」

(
『室

町
文
化
論
考
』
、
法
政
大
学
出

版

局
、

二
〇
〇

八
年

一
〇
月
)
。

山
村
雅

史

「
中
世

奈
良

の
河
原
者

一
考
-

岩
井

川
河
原

者
を
主

題
材

と
し

て
ー
」

(奈
良
県
立
同
和
問

題
関
係

史
料
セ

ン
タ

ー

『研
究
紀
要
』

九
、

二
〇
〇

三
年

三
月
)
。

『
天
狗
草
紙
』

の
同
画
面

に

つ
い
て
は
、
横

井
清

「
中
世
民
衆

史
に
お

(
5
)

(
6

)

(
7
)

(
8
)

け

る

「
十

五
歳
」

の
意

味

に

つ
い
て
」
(
『
中
世
民

衆

の
生
活

文
化
』
、

東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
七

五
年

四
月
)
参
照
。

黒

田
日
出

男

『朝

日
百
科

・
日
本

の
歴
史
別

冊

歴
史
を

読
み
な

お

す

一
〇

中
世
を
旅
す

る
人

々
1

『
一
遍

聖
絵

と
と
も

に
』
ー
』

(朝

日
新
聞
社

、

一
九
九
三
年

=

月
)
、
山
村
前

掲
注

(3
)
論
文
参

照
。

な
お
、
黒

田
氏
は
同

書

の
な

か

で
、

『魔

物

一
如
絵

詞
』

(
日
本
大

学

総
合

図
書
館
蔵
)

が
、
「
河
原
者
」

の
小

屋
や
干
さ
れ
る
皮
革
、

さ
ら

に
は
罠

で
鳥
を
捕
ま
え

る
少
年

の
姿

な
ど
、
『
一
遍
聖
絵
』
と
酷
似

す

る
風

景
を
描

い
て

い
る
こ
と
を

紹
介

さ
れ
て

い
る
。

「
金
蓮
寺
文
書

」
二
〇
号

(阿
部
征
寛
編

「京

都
四
条
道
場
金
蓮
寺
文

書
-
中
世
編
ー
」
、
『庶
民
信
仰

の
源
流
1
時
宗
と
遊
行
聖
』
、
名
著

出
版
、

一
九
八

二
年

六
月

)
。
な
お
、

こ
れ
以
前

は
祇

園
社
領

で
あ

っ
た

こ
の

「
四
條
河
原
西
岸

地
」
が
金
蓮
寺

の
寺
地
と
な

っ
た

の
は
至
徳
三
年

(
一

三
八
六
)

六
月
の
こ
と
で
、
「
金
蓮
寺
文
書

」
に
は
そ

の
時

に
発

せ
ら

れ
た

同
月
八

日
付

「
祇
園
執

行
顕
深

避
状
」

(
一
八
号
)
、
同
月
九

日

付

「
足
利
義
満
御
教
書

」

(
一
九
号

)
が
残

さ
れ
て

い
る
。

「
ア

マ
へ
」

の
地
名
は
応
永

二
十

二
年

(
一
四

一
五
)

の

「
祇

園
社
領

地
子
納
帳
」

(
『
八
坂
神

社
文
書
』

二

一
二
九

号
)
を
は
じ

め
と

し

て
、

祇
園
社

の
同
種

の
史
料

に
散
見
す

る
。
ま
た
、

『披
露
事
記
録
』

天
文

八
年

(
一
五
三
九

)
三
月

二
十
七

日
条

に
よ
れ
ば
、
「
四
條
綾
小

路
あ

ま

る

へ
の
辻

子
未

申
角
小

家
三
間

屋
地
」

が
同
年
ま

で

「
四
條
道

場

し
ち
あ

ん
と
申
尼

」

の
知

行
す

る
と
こ

ろ
と

な

っ
て

い
た

こ
と

が
知

ら
れ
る
。

「
余
部

文
書
」

(
『日
本
庶
民
生
活

史
料
集
成
』

一
四
、

三

一
書

房
、

一
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(9
)

(
10
)

九

八
〇
年

一
二
月
)
。
四
条

の
余
部

の
移
転

先
は
、

「祇

園
社
領

」
内

で
あ

っ
た
た

め
、
移
転

に
と
も

な

い
同
社

に
は
天

正
十
九
年

(
一
五

九

一
)
十
月

に
豊
臣
秀

吉

か
ら
そ

の
替
地

が
与
え

ら
れ
た

と

『祇
園

社

本
縁
雑
実
記
』

(八
坂
神
社
蔵
)

は
伝
え

る
。

同

二
十
年
十

月

四
日
、
飴
部

替
地

ヲ
西
院

村

ノ
御

朱
印

ヲ
賜

フ
、

祇
園
社
領
之
内

へ
鯨
部
村

ウ
ル

ツ
ニ
付

、
替

地
之
御
朱
印
縮
蜥
、

山
城
国
西

院
之
内

八
石
八
斗
壱
升
、
あ

ま

へ
屋
敷

祇
園
廻
百

三
拾
壱
石
壱

斗
九
升
、
本

知
残
分
合

百
四
拾
石
事

、
宛
行
之

詑
、
全

可
社
納
候
也
、

天
正
十
九
年

九
月
十
三
日

御
朱
印

祇
園社
中

『大
雲
院
文
書
』

(大

雲
院
編

『龍
池
山
大
雲
院

宝
物
篇

・
境
内
篇
』
、

本
山
龍

池
山
大
雲
院

、

一
九
九

四
年

一
月
)
。
大

雲
院

の
旧

地

(
二
条

烏
丸
)

か
ら

の
移
転

時
期

を

「
貞
安
上
人
伝
記
」
は
、

又

一
時
関
白
豊
臣
公

詣
大
雲
院
、
聞
師
講
往
生
礼
讃
、
信
芽
忽
生
、

帰
心
最
深
、
傍
観

地
狭
少
、
寄
四
條
京
極
之
地
、
以
令
移
寺
也

、

経
営
倍
前
結
構

、
是

同
十
八
年
庚
寅
六
月
十
八

日
也
、

と
記
し
、
天
正
十

八
年

(
一
五
九
〇
)
六
月

の
こ
と
と
す

る
。

宮
内
庁
書
陵
部
蔵

『洛
中
絵
図
』

(吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
四
月
)
。

同
絵

図
に

つ
い
て
は
、

宮
内
庁
書

陵
部
編

の
同
書

解
題
参
照
。

な
お
、

こ

の
地
区

の
寺
地

の
地
割
り
を
描

い
た
よ
り
古

い
絵

図
と

し
て
は

『京

都
図
屏
風
』

(
『洛
中
洛
外

地
図
屏
風
』
、
元
和
六

～
七
年

〔
一
六

二
〇

(
11
)

～

二

一
〕
も
し
く

は
寛

永
元
年

〔
一
六

二
四
〕

の
景
観

年
代
を
も

つ
)

が
あ

る
が
、

こ
こ
で
は
地
図
と
し

て
よ
り
正
確
な

『洛

中
洛
外

図
』
を

用

い
た
。
ち
な

み
に

『京
都
図
屏
風
』

に
は

「
春
長
寺

」
の
記
載

が
抜

け

て
い
る
こ
と
が
中
村
武
生
氏

に
よ

っ
て
指
摘

さ
れ
て

い
る
(同
氏

「豊

臣
政
権

の
京
都
都
市
改

造
」

〔日
本
史
研
究
会
編

『豊

臣
秀
吉
と
京
都

聚
楽
第

・
御
土
居
と
伏
見
城
』
、
文
理
閣
、
二
〇
〇

一
年

一
二
月
〕
)
。

元
和
年

間

(
一
六

一
五

～
二
四
)

の
景
観
年
代

を
有
す

る
大

阪
市
立

美
術
館
本

・
神
戸
市
立
博
物
館
本

・舟
木
本
等

の

「洛
中
洛
外
図
屏
風
」

は
、
芝

居
等

の
興
行

地
を
四
条

の

「
中
嶋

」
と
鴨

川

の
河
東

の
ニ
カ

所

に
分
か

れ

て
描
く

。
寛
永

(
一
六

二
四
～
四

四
)

初
年

の
景
観
年

代
を
も

つ
萬

野
美
術

館
本

(萬

野
A
本

)
に
な

る
と

興
行
地

の
風
景

は
鴨

川

の
河

東
だ

け
と
な

る
が

(京
都

国
立
博
物

館
編

『洛

中
洛
外

図

都

の
形
象
-
洛
中
洛
外

の
世
界
』

(淡
交
社
、

一
九
九

六
年

三
月
)

の
図
版
参

照
)
、
以
後
も
鴨

川

の
本
流
を
挟

ん
で
東

西
に
興
行
地
が
存

在
し

た

こ
と

は
、
承
応

三
年

(
一
六

五
四
)
刊

「
新
板

平
安

城
東
西

南
北

町
井
洛
外

之
図

」

の

「
中
嶋

」

に

「
四
条
河

原
方

見
物
有

」

の

注
記
が
あ
る
ほ
か
、
延
宝
六
年

(
一
六
七
八
)
刊
の

『出
来
斎
京
土
産
』

三

の

「
四
条
河

原
」
条

に

「祇

園
の
西
の
楼

門
よ
り
西

の
方
を
見
れ
ば
、

祇
園
町

二
町

ば
か
り

の
西
は

河
原
お
も

て
な
り
、
橋

一
つ
さ

か
ひ

て

西

に
も

東

に
も

芝
居
を

構

へ
て
鼠

戸
を

し

つ
ら

ひ
、
様

々
見
物

す

べ

き
事
あ

り
」

と
あ

る
こ
と

か
ら
も
あ
き

ら
か

で
あ
る
。
た

だ
、

い
ず

れ

に
し

て
も

こ
れ
ら

興
行
地
と

し

て
の

「
四
条
河
原

」

の
所
在

地
は

図
1
で

い
え
ば
、
「
土
居
」

の
外
と
な
る
。

な
お
、

高
瀬

川
と
鴨

川
本
流

の
問

に
南

北
に
細
長

く
拡

が
る
地
区

一25一



(
12
)

(現
在
、
木
屋

町
通

り
と
先
斗
町
通
り
が
走

る
地
区
)
は
、
当
時
、
「
中
嶋
」

と
呼

ば
れ

て

い
た

(「
寛
永
後

万
治

前
洛

中
絵

図
」

〔京

都
大
学

図
書

館
蔵
、
中
井
家
旧
蔵
〕
、
寛
文
元
年

(
一
六
六

一
)
版

(延
宝
補
刻
刊
)

「
洛
陽
東
山
名
所

鑑
」
等

の
注
記
参
照
)
。

こ
の
9
点

の
絵

画
史
料

の
所
蔵
者
は
次

の
通

り
で
あ

る
。

-
、
3

2

、

4

、

5

、

6

、

7

、

8

、

9
、

ま
た
、
各
作

品

の
作
成
年

代
お

よ
び

景
観
年
代

は
次

の
よ
う

に
考
え

ら
れ

て
い
る
。

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

東
京
国
立
博
物
館

米
沢
市
上
杉
博
物
館

奈
良
県
立
美
術
館

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館

太
田
記
念
美
術
館

個
人
個
人

作

品

名

景

観

年

代

1

洛
中
洛外

図
(
歴
博
甲
本)

大
永
五
年
～
天
文
五
年
(一

五
二
五
～
三
六)

頃

2

洛
中
洛外

図
(
東
博
模
本)

天

文
八

年
(
一

五
三
九
)

以
降

3

洛
中
洛外

図
(
歴
博
乙
本)

一

五
四
〇
年
代

4

洛
中
洛外

図
(
上
杉
本)

天

文年

間
(
一

五
三
二

～
五
五
)

5

洛
中
洛外

図
帖

天

文年

間
(
一

五
三
二

～
五
五
)

6

祇
園祭

礼
図

天
文末

年
～
永
禄
(
一

五
五
八
～
七
〇)

初
年

7

洛
外名

所
図

天

文
一

四

年
(
一

五
四

五)

頃

8

東
山
名
所
図

天

文
一

五

年
(
一

五
四

六)

以

降

9

祇園

社
大
政
所
絵
図

天

文
一

三

年
(
一

五

四
四)

以

前

(
13
)

(
14
)

(
15
)

1
～

5
に

つ
い
て
は
、
京
都

国
立
博
物

館
編

『洛

中
洛
外

図

都

の

形
象
-

洛
中
洛
外

の
世
界
』

(注
11
参
照
)

の
狩

野
博
幸
氏

の
解
説

お

よ
び

そ
れ
を
受
け

て
整

理
さ
れ
た
奥

田
敦
子

氏

の

一
覧

(「
洛
中
洛
外

図
屏

風

の
農
耕
風

景
」

〔
『美
術

史
』

一
五
八
、

二
〇
〇

五
年

三
月

〕
)

に
よ

っ
た
。
ま
た
、
6
は
榊
原
悟

「
日
吉

山
王
・祇

園
祭
礼

図
屏
風

」
(
『国

華
』

一
二
〇

二
号
、

一
九

九
六
年

一
月
)
、

7
は
宮
島
敬

一

「
洛
外
名

所
図
屏

風
」
、
8
は
上
野
友
愛

「
『東
山
名
所
図
屏
風
』
に

つ
い
て
」
、
(と

も

に

『国
華
』

=
二
=
=

号
、
二
〇
〇
六
年
九

月
)
の
考
察
に
基
づ

い
た
。

9
は
天
文

十

三
年

(
一
五

四
四
)
七
月

に
流
失

す
る
四
条

橋
西
詰

の

祇

園
社

の
大
鳥
居

が
描
か

れ

て
い
る
こ
と
か

ら
同
年
以
前

の
景
観

と

判
定
し

た

(拙
稿

「
中
世
京
都

・
東
山

の
風
景
-

祇
園
社

境
内

の
景

観

と
そ

の
変
貌

を
め
ぐ

っ
て
ー
」

(松
本
郁

代

・
出
光
佐
千

子
編

『風

俗
絵

画

の
文
化
学
』
、
思
文
閣
出
版

、
二
〇
〇
九
年

七
月
)
参

照
。

な

お
、

5
以
外

の
作

品
は

す

べ
て
屏
風

仕
立

て
と

な

っ
て
お
り
、

正
式
名

称
は

す

べ
て
末

尾

に

「
屏
風

」

の
二
文
字

が
付

く

が
、
行

論

の
都
合
上
、
本
稿

で
は
省
略
し
た
。

戦
国
時

代

の
祇

園
祭

の
実
態

に

つ

い
て
は
、
河
内

将
芳

『祇
園
祭

と

戦
国
京
都
』

(角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
〇
七
年
六
月
)
参

照
。

四
条
橋

西
詰
め

の
祇

園
社

の
大

鳥
居
が

い
つ
か

ら
存
在

し
た

か
は
定

か

で
は
な

い
が
、
鎌
倉
時

代
末

に
作

成
さ

れ
た

『
一
遍
聖
絵
』

七
に

は
そ

の
姿

が
描
か
れ

て
い
る
。
な
お
、
当
該

の
鳥
居
が
天
文
十
三
年

(
一

五
八

一
)
七
月

の
洪
水

に
よ

っ
て
流
失
し

て
以
降
、
再
建
さ
れ
な
か

っ

た

こ
と

に

つ
い
て
は
、
前
掲
注

(
12
)
拙
稿
参
照
。

前
掲
注

(
12
)
拙
稿
参
照
。
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(
16
)
『祇
園
社
記
』
二
三
。
同
消
息

に

つ
い
て
は
、
前
掲
注

(
13
)
の
河
内
著
書
、

お

よ
び
前

掲
注

(
12
)

の
拙
稿
参
考
。

(
17
)

『京

都
坊

目
誌
』

「
下
京
第
十

四
学
区
之
部
」
。

四
条
通
り

の
拡

張
に
と

も

な
う

八
坂
神
社

(祇
園
社

)

の
御
旅
所

移
転

お
よ
び
榎

の
伐
採

の

経
緯

に

つ
い
て
は
、
五
島

健
児

「
八
坂
神

社
四
方

山
ぱ

な
し

」

(『
八

坂
神
社

文
教
課
報
』

八

・
一
〇
号

、
八
坂
神
社
、

二
〇
〇
七
年
六
月

・

二
〇
〇
八
年
六
月
)
参
照
。
近
世

の

「
洛
中
洛
外
図
」

は
勝
興
寺
本

・

出
光

美
術

館
本

を
初

め
と
し

て
、

堺
市
博

物
館

本

・
大
阪

市
立
美

術

館
蔵

本

・
神

戸
市

立
博

物
館
本

・
舟
木

本

・
萬

野
A
本

な
ど
、

そ

の

多
く

が
冠

者
殿
社

と
榎
を

祇
園
御

旅
所
敷

地

の
南

西
角

に
セ

ッ
ト
で

描

く

(前

掲
注

〔
11
〕
京
都

国
立

博
物
館

編

『洛

中
洛
外

図

都

の

形
象
-

洛
中
洛
外

の
世
界
』

の
図
版

参
照
)
。
祇

園
御
旅
所

が
大

雲
院

の
北

に
移

転
し

て
き
た

の
は
天
正

十
九
年

(
一
五
九

一
)

の
こ
と

で

あ

る
が

(前
掲
注

〔
12
〕
拙
稿
参

照
)
、
以
降
も

冠
者
殿
社
と
榎

が
そ

れ
以
前
と

同
じ
位
置
に
存
在
し

て
い
た

こ
と
が
わ

か
る
。

(
18
)

「貞

安
」
と

は
大
雲
院

の
開
山
貞

安
上
人

の
こ
と

(大
雲
院
編

『
龍
池

山
大

雲
院

宝
物

篇

・
境
内
篇
』

〔前

掲
中

(
9
)
〕
参
照
)
。

天
正
十

九
年

(
一
五
九

一
)
大
雲
院

の
北

に
移
転

し
て
き

た
祇

園
御
旅
所
は

(前

掲
注

〔12
〕
拙
稿
参

照
)
、
そ

の
四
至
を

「
北

ハ
四
条
道
場

の
や
ふ
か

き

り
、
南

ハ
貞
安

の
や
ふ
か
き

り
、
此

間
北
南

拾
弐

間
、
東

ハ
惣

堀

　
　

い

　

　

に

　

の
と

い
の
き

は
ま

て
」
と
主
張

し

て
い
る

(
元
和
三
年

(
一
六

一
七
)

三
月
十

三
日
付

「
祇
園
大
政
所
神
主
願
書
」

(
『祇

園
社

記
』

二
三
)
。

(
19
)
寛
永

末
年

に
制
作

さ
れ
た
と

い
わ

れ
る
サ

ン
ト
リ

i
美

術
館
蔵

「
洛

中
洛

外

図
」
右
隻

第

4
隻

、
十
七

世
紀
半

ば

の
制

作
と

い
わ

れ
る
個

人
蔵

「
洛

外
図

」
は
、
と
も

に
鴨
川

東

の
天
部
村
を
竹

藪

に
囲
ま
れ

た
集
落

と
し

て
描
く

(前

掲
注

〔
11
〕
京
都

国
立
博

物
館
編

『
洛
中

洛

外

図
都

の
形

象
-
洛

中
洛
外

の
世
界
』

の
図
版
、

同
著

の
狩

野
氏

の
解
説
参

照
)
。
ま
た
、
源
城
政
好

氏
が

「
河
原
者
村
」
と

し
て
紹
介

さ
れ

た
高
津
家

本

「
洛

中
洛
外
図

」

に
見

え
る
集
落

も
、
そ

の
背

後

は
竹
藪

に
覆

わ
れ

て
い
る

(「
洛
中
洛

外
図

に
み
え

る
河
原
者

村

に
つ

い
て
」

〔
『京
都
文

化

の
伝
播
と

地
域

社
会
』
、
思
文
閣
出

版
、
二
〇
〇

六
年

一
〇
月
〕
)
。
な
お
、
竹

藪

の
図

像
は

い
ず

れ

の
絵

画

に
お

い
て

も

先

端
を

鋭
角

に
尖

ら

せ
て
風

に
な

び
く
姿

に
表

現
さ

れ

て
お
り
、

他

の
樹
木

の
図
像
と
見
ま
ち
が
う
こ
と
は
な

い
。

(
20
)

こ

の
文
字

注
記
を

宮
島
新

一
氏
は

「
四
て
う

の
お

口
」
と
判
読

さ
れ

て

い
る
が

(前

掲
注

(
12
)
宮
島
論

文
)
、
「
お
」

は

「あ

」
と
読
め
、

こ
れ
に
続

い
て

「
お
」
「
や
」

の
二
文
字
が
確
認

で
き
る
。

(
21
)
喜

田
貞

吉

「青

屋
考

」
(
『
歴
史
と
民
俗
』
ニ
ー

一
、
一
九

一
九
年
七
月
)
、

山
本
尚

友

「
新

青
屋
考

」

(『
京
都
部

落
史

研
究
所
紀

要
』

四
、
京
都

部

落
史

研
究
所

、

一
九

八
四
年

三
月
)
、
「
中

近
世
移

行
期

の
賎

民
集

団
と
権
力

の
動
向
」

(
『被
差
別

部
落

史

の
研
究
』
、
岩

田
書
店
、

一
九

九

九
年

一
二
月
)
。
丹

生
谷
哲

一

「
中
世
賎

民
研
究
雑

考
」
「
青

屋
賎

視

の
歴
史
的
背

景
」
「
中
世
公
武

政
権
と
河
原
者

の
位

相
」

(
『日
本
中

世

の
身

分
と
社

会
』
、

塙
書
房
、

一
九
九

三
年

二
月
)
。
近

世
、
青
屋

と
紺

屋
が
同

じ
藍
染

め
業
を
営

み
な
が

ら
異
な

る
職

種
と

さ
れ

て

い

た
こ
と
を

『雍
州
府
志
』
八
は
次

の
よ
う

に
記
し

て
い
る
。

凡
所
在
洛
内
外
之
紺
屋
、
以
藍
汁

染
衣
服
者
、
号
青
屋
又
称
藍
屋

、

如
今
紺
屋
為

染
家
之
通
称
、
其

中
青
屋
元
稼
多

之
種
類
也
、
稼
多
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)
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))
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(
27
)

(
28
)

井
青
屋
毎
有
刑
獄
、
此
徒
必
出
其

場
預
斯
事

、
或
礫
　
或
棄
首
、

前

掲
注

(
21
)
山
本
尚
友

「新
青

屋
考

」
。

前

掲
注

(
21
)
丹
生
谷
哲

一

「青

屋
賎

視

の
歴
史
的
背
景
」
。

辻

ミ
チ
子

「
京
都

に
お
け

る
被
差

別
部
落

成
立

に

つ
い
て
」

(
『近
世

部
落

の
史
的
研
究
』
上
巻
、
解
放
出
版

社
、

一
九
七
九
年

二
月
)
。

前
掲
注

(
21
)
山
本
尚
友

「新
青

屋
考

」
。

こ

の

一
首

を
平

野
宗
浄

編

『
一
休

和
尚
全

集
』

三
は
次

の
よ
う

に
読

み
下
す
。

え
も

し

も
み
あ
い

な

い

た
カ

稜

字

の
家

に
按

藍

の
船

有
り

、
染

め
作
す
、

異
高
、
潤

色

の
禅

。

み
き
り

若
し
小

笠
原
殿

の
劒

に
据
す

れ
ば

、
定
め

て
十
文

一
疋

の
銭
有

ら

ん
。

「
揉
藍

(
も
み
あ

い
)
」

に

つ
い
て
、

『
日
本
国
語
大

辞
典
』
は

「
藍

の

葉
を

乾
か

し
砕

い
て
製

し
た
藍
色

の
染
料

。
こ

れ
を
ね

か
せ

て
発
酵

さ

せ
た
も

の
を
蘂

(
す
く
も

)
藍

、
そ
れ
を

掲

い
て
固
め

た
も

の
を

玉
藍
と

い
う
」
と
解
説

す
る
。

天
明

二
年

(
一
七

八
二
)
十

二
月
付

「
河
内

屋
又
右

衛
門
願
書
」

(
『京

都

藍
問
屋

一
巻
』

〔
三
木
與

吉
郎

編

『阿

波
藍
譜

・
史
料

編
』
上

巻
、

三
木
産
業
株
式
会
社

、

一
九
七
四
年
十

二
月
〕
)

三
木
産
業
編

『
天
半
藍
色
』

(
三
木
産
業
株
式
会

社
、

一
九
七

四
年

一

一
月
)
、
上

田
利
夫

編

『阿

波
藍
民

俗
史

補
稿
改

訂
』

(教

育
出
版

セ

ン
タ
ー
、

一
九

八
三
年

一
二
月

)
、
井
関
和
代

「
藍
植
物

に
よ
る
染
料

加

工
-

「
製
藍
」

技
術

の
民
族
誌

的

比
較
研

究
ー

」

(
『大

阪
芸
術

大

学

紀
要

〈芸
術
〉
』

二
三
、

二
〇
〇
〇
年

=

月
)
参
照
。

以
下
、
藍

の
製
造

工
程
に

つ
い
て
は

こ
れ
ら
先
学

の
研
究

に
学
ん
だ

。

(
29
)
「
廿

一
口
方
評
定
引
付
」
(
『東
寺

百
合
文
書
』
ち
)
永
享
三
年

(
一
四
三

こ

七
月

三
十

日
条

に
、

一
、
寝
藍
之
事
、
寺
家
境
内

者
向
後
藍
寝
之
儀
有

之
者
、
於
其
身
者

境
内

可
追

出
、
於
住

宅

・
雑

物
者
、

可
被
閾
所

者
也
、

此
之
段

、

境
内
悉
以
公
人
可
相
触
之
由
、
評
儀
畢

と
見
え

る
。

(
30
)
永
正
七
年

(
一
五

一
〇
)
六
月
三
日
付

「室

町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書

」

(
『東
寺
百
合
文
書
』

二
)
。

三
條
中
納
言
家
雑
掌
申

寝
藍
事
、
従
往
古
、
九

條
座
中
之
外
、

不

致

其
沙

汰

之
庭
、

近
年

任
雑

掌
当

所
地

下
人
等

、
令

張
行

彼
業

云
々
、
太
不
可
然
、
所

詮
、
云
以
前
御
成
敗
、
向
後

弥
被
停
止
非

望
新
儀
之

上
者
、
堅
可
被
加
下
知
、
有
不
承
引
之
輩
者
、
随
注
進

、

可
被
庭

罪
科
由
、
被
仰
出
候
也
、
傍
執
達
如
件
、

永
正
七
年

(松
田
)

六
月

三
日

長
秀

(花
押
)

(松
田
)

英
致

(花
押
)

東
寺
雑
掌

こ
こ
に
見
え
る

「
九
條
座
」
を

『実
隆
公
記
』
長
享
三
年

(
一
四
八
九

)

八
月
十

日
条

に
記

さ
れ
た

「
九
條
散
所

座
中
」
と

同
じ
も

の
と
す

る

理
解
も
あ
る

(川
嶋
将
生

「南
区
概
説
」
〔前
掲
注

(1
)
京
都
市
編

『史

料

京
都

の
歴
史
』

=
二

「南

区
」
〕
)
。

(31
)

『雍
州
府

志
』

六
は

「
藍
」

の
説
明

と
し

て

「
九
條
辺
専
種
之

、
凡
染

家
之

所

用
、

夏
夷

共
需

九
條

之
藍
、

其
染
色

青

而
麗
也

」

と
記

す
。

一28一



(32
)

　

34
)

　

33
)

同
地

区

で
近

世
か

ら
近
代

に
か
け

て
藍

が
さ
か

ん
に
栽
培

さ
れ

て

い

た

こ
と

に

つ
い
て
は
、
前

掲
注

(
1
)
京

都
市

編

『
史
料

京
都

の

歴
史
』

=
二

「南
区
」
参

照
。

阿
波

に
お
け

る
藍

玉

の
製
造

は
、
元
和
六
年

(
一
六
二
〇
)
、
独
自

の

製
法

の
発

明
に
よ

っ
て
始
ま

っ
た
と

さ
れ

る

(前
掲

注

〔
28
〕

『
阿
波

藍
民
俗

史
補

稿
改

訂
』
)
。

中
世

で
は

『建
内

記
』
嘉

吉

三
年

(
一
四

四
三

「)

二
月

二
十

四
日
条

に

「
東
国

口
率

分
」

に
お
け

る
関
料
と

し

て

「
あ

い
た

ま

一
駄

弐
十
文

」
と

見
え

る
の
が
管

見

の
限
り
も

っ

と
も
古

い
が
、

こ

の

「
あ

い
た
ま
」

が

「
藍
玉

」
を
示

す
と

い
う
確

証
は
な

い
。

「
生
葉
染
め
」

に
つ
い
て
は

、
前
掲
注

(
28
)
井
関
論
文
参

照
。

重
要
無
形
文

化
財

に
指
定

さ
れ

て

い
た
故

千
葉
あ

や
の
氏

(宮
城
県
)

の

「
正
藍

染
」

が

「
生
葉

染
め

」

に
も

っ
と
も

近

い
染

色
方
法

と
考

え

ら
れ

る
が
、

そ

の
染

色
方
法

は
次

の
よ
う

な
も

の
で
あ

っ
た

(
三

木
産
業

編

『天
半
藍
色
』

(前
掲
注

〔
28
〕
)
。

宮

城
縣
栗

原
郡
栗
原

町
文

字
は
、
山
形

・
岩

手
両
縣
境

に
遠
か
ら

ず

、
邊
鄙

の
土

地
柄

で
、
其
庭

に
無
形
文
化

財
指
定

の
千
葉
あ

や

は
た
か

の
女

の

「
冷
染

藍
染
」

の
技

楠
が
あ

る
。
藍

甕
が
裸

の
ま
ま
む
き

出

し
で
、
室
内

で

の
作
業

で
は
あ
る

が
、
染

槽
は
普
通

の
甕

で
は

な

く

「
コ
ガ
」
と

稻
す

る
木
製

の
桶
を
慣

用
し
、
手
作

り

の
地
藍

ふ

す

ま

と
木

灰

の
ほ
か
に
は
、
石

灰
も

小
変
粕

・
澱

粉
等

の
醗
酵

剤
を
使

用

し
な

い
。
し

か
も
火
壼

の
如

き
加
温
装
置

は
な
く
た

"
莚
を
か

ぶ
せ
る
程
度

の
室

温

に
よ

る
自

然
醗
酵

で
あ

る
。
問
題

は
五
～
六

月

か
ら
十
月
ま

で
以
外

の
季
節

が
作
業
不

可
能
と

い
う
鮎

に
あ

っ

て
、
こ
れ
が

『延
喜

式
』
所
記

の
染
法

に
、
藍
に
限

っ
て
期

間
條

件

が
あ

る
謎
を
解

決
す

べ
き
鍵
鮎
と

な
る
の
で
あ

る
。

ま

た
、

『天
半
藍
色
』

は

「
自
然
発
酵
藍
染

用
桶
」

の
写
真
を
掲
載

し

「
我
国
古

代

の
藍

建

は
、
自

然
発
酵

に
よ

る
夏

期

の
み

の
染
色

で

あ

っ
た
。

こ

の
技
法

を
伝

え

た
農
婦

た
ち

が
使

用

し

て

い
た
桶

で
、

保

温
も
加

温
も

な
く
、
夏
期

の
み

の
気

温
醗
酵

に
よ

っ
た
も

の
で
あ

る
」
と
解
説
す

る
。

た
だ
、
近

世
、
藍
染

屋

で
は
保
温

・
加

温

の
た
め

で
あ
ろ
う

「あ

い
壺
」
を
用

い
て
い
る
。

こ
の

「
あ

い
壺
」
が

い
か
な
る
も
の
で
あ

っ

た

か
は
定

か
で

は
な

い
が
、
紺

屋

の
藍
甕

と
は
異

な
る
も

の
で
あ

っ

た

こ
と
は
、
享

保
六
年

二

七

二

二

十

一
月

に
京

都

の
藍
染
屋
仲

間
が
京
都
町
奉
行
所

に

「
あ

い
壺
す

へ
候
紺
屋
」
へ
の

「牢

屋
敷
外
番
」

役
銭
賦

課
を
願

い
出

て

い
る
こ
と
か
ら
も
あ
き

ら
か

で
あ

る

(
『諸
色

留
帳
』
。
前
掲
注

〔
21
〕

山
本
論
文
、
前
掲
注

〔
24
〕
辻
論
文
参
照
)
。

(35
)
「
も
が
り
」
に

つ
い
て
は
、
三
木
産
業
編

『
天
半
藍
色
』
(前
掲
注

〔
28
〕
)

が

「
紺
屋

の
も
が
り
」
と

し
て
次

の
よ
う

に
説
明
す

る
。

古
く

か
ら
染
物
屋

の
干
場
に
は
、
枝

つ
き

の
竹

を
利
用
し

た

「も

が
り

」

(茂
架

籠

・
虎

落
)
と

い
う
も

の
が
あ

り
、
筆
者

管
見

の

範
囲
内

で
は
、
狩
野
吉
信

の
筆
、
川
越
喜
多
院

の

「職
人
尽
絵
屏
風
」

が
最
も
古
く
、
以
後

図
の
み
な
ら
ず
文
芸
作
品

に
ま

で
現
れ
る
が
、

そ
れ
ら

の
図

に
は
多

く
絵
師

の
不
注
意

か
ら
枝

が
描
き
落
と

さ
れ

て
、

こ
れ

で
は
用
を
な
さ
な

い
。

(中
略
)

宝
永

元
年

(
一
七

〇
四
)
四
月

一
六

日
、
竹

本
座
上
演
、
近
松

　

マ

マ

　

門
左
衛

門

『
心
中
重
井
筒
』

の

ヒ
ロ
イ

ン
徳
兵

衛
は
、
大
阪
上

町
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(
36
)

(
37
)

萬
年

町

の
紺
屋

で
あ

っ
た
。

ヘ

ヘ

へ

そ

の
作

品
中

に
は

「
門

の
戸

明
れ
ば

徳
兵
衛

、
も

が
り

の
蔭

に
隠

れ
し
を

、
そ
れ
と
も
知
ら

で
」
云

々
の
句

が
見

い
だ
さ
れ
る
。

「
洛
外
名

所

図
」
「
東
山

名
所

図
」

の
第

3
場

面

に
み
え

る
藍

染
め

さ
れ
た
布

を
干

す
施
設

は
と
も

に

こ
の

「
も

が
り
」
を

描

い
た
も

の

と
考
え

ら
れ
る
。

崇
親

院
な

ら
び

に
鴨

河
原

に
所
在

し
た
同
院

所
領
地

の
領
域

に

つ
い

て
は
、

石
井
正
敏

「
崇
親

院

に
関
す

る
二

・
三

の
問
題

点
-
昌

泰
四

年

四
月

五
日
官

符

の
検
討
1

」

(
『古
代
文
化

』
三

二

〔
五
〕
、
古
代
学

協

会
、

一
九

八
〇
年

五
月
)
参

照
。

石
井
氏

に
よ

っ
て
、
崇
親

院

の

コ
房
室
」

は
も
と
鴨
河

原

(所

領
地
)

に
あ

っ
た
住

居

(
人
居
)
を
移

し
た
も

の
で
、

建
物
を

移
し

た
跡

の
所

領
地

は
、
領
内

の
大
泉

を
利

用
し

て
開
墾
さ
れ
た

こ
と

が
あ
き

ら
か
と
な

っ
て

い
る
。
中
世

の

「
四

条
河

原
」

の
位
置

は
、
そ

の
開

墾
地
と

な

っ
て

い
た
崇

親
院

の
所
領

地

に
ほ

ぼ

一
致
す

る
。

崇
親

院

が
造
ら

れ
る
以
前

に
鴨

河
原

に
住
ん

で

い
た

の
が
、

い
か

な

る
人

々
で
あ

っ
た

の
か
、
大

泉

の
池

水
を

利
用

し

て
の
開
墾
が

そ

の
後
ど
う
な

っ
た
の
か
、
な
ど

す

べ
て
今
後

の
課
題
と
し
た

い
。

延
徳

二
年

(
一
四
九

〇
)

二
月
、

「
藍
課
役

」
「
藍

之
公
事

」
を
廻

る

争

い
で
三
条
河
原
者

と
左

近
四
郎

な
る
者
が
争

っ
て
お
り

(
『実
隆
公

記
』

同

月
十

三

日
条
、

『
蔭
涼

軒

日
録
』

同

月
十

六

日
条

)
、
ま

た
、

永

正
十

四
年

(
一
五

一
七
)

に
は

「
御

庭

の
こ

ほ
う

し
」

と
も
呼

ば

れ
た

河
原
者

の

「あ

ゐ

の
く
し

(藍

の
公
事
)
」

に
対
す
る
神
祇
伯

雅

業

王

の
権

益
を
認

め

る

「
後

柏
原

天
皇
女

房
奉
書

」
が
発

せ
ら

れ
て

(
38
)

い
る

(
『守
光
公
記
』
同
年
十
月

二
十
七

日
条
)
。
前
掲
注

(
21
)
山
本

・

丹
生
谷
論
文
参
照
。

昌

泰

四
年

(九
〇

一
)
四
月
、
崇

親
院
が
官

か
ら
耕
作

を
許

可
さ
れ

た
鴨
川
西

畔

の
五
町

の
所
領

は
、

「去

堤
五
六
段
、
池
水
饒
多

、
地
脈

卑

湿

」

(
同
年

四
月

五
日
付

「
太
政

官
符

」

(
『類

聚

三
代
格

』

八
)
)

と

い
う

条
件

の
土
地

で
あ

っ
た

が
、
こ
れ

は
半

水
耕
栽

培

の
藍

に
は

適

し
た
環
境

で
あ

っ
た

と
考
え

ら
れ

る
。

ち
な

み
に
近
世
、
洛
南

の

藍

が
半

水
耕
栽

培

で
生
産

さ
れ

て

い
た

こ
と
は
、

『本
草

綱
目
啓
蒙

』

(小
野
蘭
山

・小
野
職
孝
編
、
享
和

三
年

(
一
八
〇
三
)
初
版
)

が
、
「
城

州
東
寺

辺
水

田

二
栽

ル
者

ハ
水

ア
ヰ
ト
呼

ブ
。
染
家

ノ
用

二
入
、
上

品
ト

ス
」

と
記
し

て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
も
あ
き

ら
か
で
あ
る
。

一
方
、

こ
れ
に
対

し
て
阿
波

の
藍

に

つ
い
て
同
書

は

「
又
阿
州

ニ
テ

ハ
皆
陸

地

二
栽

ユ
。
苗

ヲ
竃
庵

シ
茎

ヲ
去

リ
塊

ヲ
ナ

シ
、

四
方

二
貸

ス
。

コ

レ
ヲ
阿
州

ノ
玉

ア
ヰ

ト
呼
ブ
。
染
家

ニ

ハ
下
品
ト

ス
」
と
あ

っ
て
陸

耕
栽
培

で
あ

っ
た

こ
と
わ
か
る
。

こ
の

「
水
陸

ノ
ニ
種
」

(同
書

)

の
う
ち
染
色

に
は
水
耕

栽
培

の
い

わ

ゆ
る

「
水

ア
ヰ
」

の
ほ
う

が
鮮

や
か
な
出
色
を
す

る
と

い
わ
れ

る
。

青

屋
は

い
う

ま

で
も

な
く

「
水

ア
ヰ
」
を

用

い
て
染

め
を

お
こ
な

っ

て

い
た

は
ず

で
あ
り

(
藍

の
半
水

耕
栽
培

と
陸
耕

栽
培
、

お
よ
び
出

色

の
違

い
に
つ

い
て
は
、
前
掲

注

(28
)
井
関
論
文
参

照
)
、
近
世

に

は

こ

の
点

に
お

い
て
も

紺
屋
と

明
確

に
区
分
さ

れ
て

い
た
も

の
と
考

え

ら
れ
る
。

な
お
鎌
倉
時
代

の

『
一
遍

聖
絵
』
七

は
、
鴨

河
原

(
四
条
橋

の
北
)

に
数
軒

の
民
家
と

そ

の
前

で
皮

革
を

干
す
風
景

を
描
く

が

(
前
掲
注
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〔
4
〕

横
井
論

文
)
、

そ

の
集

落

の
東

、
鴨
川

の
中
州

に
は
柵

に
囲
ま

れ
た
畑

が
見

え

て

い
る
。
栽
培

さ
れ

て

い
た

の
が
藍

で
あ

っ
た
と

は

断
定

は

で
き

な

い
が
、

絵
画

で
確
認

で
き

る
河
原

の
畑
と

し

て
指
摘

し

て
お
き

た

い
。
な

お
、
河
原

の
集
落

の
背
後

(北

)

に
は
竹
藪

が

生

い
茂

っ
て
お
り
、
干

さ
れ

た
皮
革

と
と
も

に
鎌
倉

時
代

の
河
原

者

の

「
四
条

河

原
」
を
表

現

し
た
も

の
か
と

も
思

わ
れ

る
。

た
だ
、

そ

の
所
在
地
は

四
条

の
北
、
四
条
道
場

(鎌
倉
時
代

は

「
四
条
釈

迦
堂
」
)

の
東

で
あ
り
、
十
六
世
紀

の

「
四
条
河

原
」
の
位
置
と

は

一
致

し
な

い
。

(
39
)
「
四
条

河
原
」

の
青

屋
は
近
世
初
頭

に
至

っ
て
も

こ

の
地

に
な

ん
ら
か

の
権

限
を
保

持

し
て

い
た

よ
う

で
、

八
坂
神

社
蔵

『
祇
園
社

本
縁

雑

実
記
』

は
、

冠
者
殿
社

に

つ
い
て

「
其

比

ハ
参
詣

之
人

モ
少
カ

リ
ケ

　
み
ド

　

レ

ハ
、
毎

年
降
屋

一
類

七
人
力
方

へ
鳥

目

一
貫

四
百
文
遣

シ
ケ
ル
カ
」

と
記

し

て

い
る
。
祇

園
社

で
は
冠
者

殿
社

の
地
代

と
し

て
こ
れ

ら
を

銭
を
支
払

っ
て

い
た
の
で
あ

ろ
う

。
む
ろ

ん
厳
密

に

い
え
ば

、
「
降
屋

(紺

屋
)
」
と

青
屋

と
は
別

で
あ

る
が
、
七

人
も

の
染
色
業

者
が

こ

の

地

に
権
益
を
保
持

し
て

い
た
こ
と
は
看
過

で
き
な

い
。

な

お
、

元
和
三
年

(
一
六

一
七

)
、
京
都
所

司
代
板
倉
勝
重

は

「
祇

園
御

旅
所

の
町

北
頬
」

に
あ

っ
た

「
七

人
」

の

「
家
」

の
破
却

を
祇

園
社

の
大

政
所
神
主

に
命
じ

て

い
る

(
『祇
園
社

記
ヒ

ニ
三
)
。
人
数

か

ら
し

て
彼

ら

こ
そ
が

『
祇
園
社

本
縁

雑
実
記
』

に

い
う

「
降

屋

一

類
七

人
」

で
あ

っ
た
と
推

定
さ

れ
、
少

な
く
と
も

こ
の
頃
ま

で
七
人

の

「
降
屋
」

が
同
地
区
に

「
家
」
を
持

っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(40
)
永
正
十

五
年

(
一
五

一
八
)
五
月

に
は

「
河
原
者
小
四
郎
子
」
が

「
絹
屋
」

を
打

郷
す
る
と

い
う

事
件
が

(
同
月

二
十

日
付

「
意
見
状

」

『蜷
川
文

書
』
。

こ
の
事
件

に

つ

い
て
は
前
掲

注

(
4
)
横

井
論
文
参

照
)
、
二

年
後

の
永
正
十

七
年

三
月

に
は
同
じ

「
禁
裏
御
庭
小
五
郎
」
の

「
妻
女

」

が

「
徳
政

」
に
関

わ

っ
て

「
逐

電
」

し
て

い
た
夫

の
赦
免

を
朝
廷

に

願

い
出

て
、
こ
れ
を
許
さ
れ
る
と

い
う
出
来
事

が
起

こ

っ
て

い
る

(
『守

光

公
記
』
同
月
十

一
日
条
。
川
嶋
将
生

「
中
世

の
庭
者
と

そ
の
周

辺
」

〔前

掲
注

(
1
)
〕
参

照
)
。
な

お
、
庭
者

と

い
え
ば
、
「
洛
外
名
所

図
」

「
東
山
名
所
図

」
に
は
藍
染

め
の
作
業

場
と
お
ぼ
し
き
石
敷
き

の
広
場

が
見
え

て

い
る
。

作
庭

に
石
は
欠

か
せ
な

い
も

の
で
あ
り
、
河

原
者

と
石
と

の
関
係

を
考
え

る
上

で
も

図
中

の
石
敷
き

の
図
像
は
貴

重
と

考
え

る
。
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